
                          

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。立秋の日、『山下清展』に来場された方が、のべ 2 万人を突破しました。大好評開催中の

『山下清展』は 8 月 28 日(日)まで、毎日ご覧いただけます。 
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● ２万人目！！ 

 

『山下清展』の人気は、とどまるところを知りません！7月末に来場者が 

1万人を突破したばかりでしたが、8月 8日(月)に 2万人目の来場者を 

迎えました。 

2万人目の遠藤さん（写真右）には、今回も図録や《長岡の花火》の複 

製プリントが入ったフォトフレーム(前回より大きい分！)を贈呈。広島県三 

原市から来られたそうで、良い旅の思い出になったのではないでしょうか。 

毎週土曜・日曜には 1千人ずつが来場しています。ここ数日はお盆で 

さらに多くの人出を記録しています。このペースですと、まもなく 3万人目 

に達するはず・・・。これから来場される方は、3万人目を狙ってみてはいかがでしょうか?! 

● 昆虫はりえ 

 

 6日(土)、昆虫はりえのワークショップを実施しました。午前・午後とも 

参加希望者が行列を作り、あっという間に定員はいっぱい。ご参加いた 

だけなかった方、ごめんなさい！ 

今回の講師は伊丹市昆虫館の坂本昇さん。坂本さんが用意された 

チョウやカミキリムシ、カブトムシなど様々な昆虫の標本をひとつ選んで 

はりえにします。 

山下清のはりえには、ホタルやチョウなどをモチーフにしたものがありま 

すが、坂本さんは「山下清のはりえは、細かいのではなく、よく特徴をつ 

かんでそれらしく作っている」と話し、しっかり観察するようにと呼びかけ 

ました。 

「こげ茶の色紙が欲しい！」などと色にこだわる子がい 

たり、親子で協力しながら共同作業をしたり、大人もこ 

どもも一緒に真剣に取り組んでいました。 

できた作品は、節や背中の模様などまで色紙 

で表現され、山下清に負けない 

ような(?!)出来栄えのものもあ 

りました。 

持ち帰った作品はぜひお家に飾っ 

てくださいね！ 

 

虫眼鏡でしっかり観察しよう！ 

『山下展』会場前で記念撮影 

ほめられて、大人の方もニッコリ(左端:坂本さん) 

←   み ん な の 作 品 で す ！   → 


